
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
令和 7年 12月 25日 第 9号 

きずな 

今年度の重点目標 

「学ぶ楽しさを感じ、課題を主体的に 

取り組み変容する児童の育成」 

合言葉 

★一歩前進、プラスワンで進化しよう 

絆 
明徳小学校 学校だより 

               未来へ繋ぐ「明徳の心」 

校長   山  下 礼 子  

『星の王子様』の中に、「本当に大切なものは、目には見えない」という、誰もが知る名言が

あります。先日、子どもたちに明徳小学校の今後について話をする際、私もこの言葉を引用しま

した。まず、「明徳小学校のどんなところが好き？」と尋ねると、最初は「中川さんの美味しい

給食！」という明るい答えに、思わず笑いが起こりました。しかし、その後は、全校遊びで共に

笑い合ったことなど、温かい思い出が溢れ出し、中には言葉に詰まり、そっと涙をぬぐう子もい

ました。 

さて、既にご承知のことと存じますが、この度、令和 8 年度（令和９年３月３１日）をもって

明徳小学校の閉校（休校）が正式に決まりました。 

私もまた、この明徳小学校が大好きです。子どもたちと同じように、閉校への寂しさや切なさ

を感じています。この大きな決断は、お父さんやお母さん、そして教職員一同が、「明徳小の子

どもたちが、より広い世界で、より多くの友だちと、多くの可能性に挑戦できるように」と、皆

さんの未来を一番に考え、何度も話し合って導き出した結論です。寂しい気持ちは当然ですが、

今はその気持ちを分かち合い、前向きに乗り越えたいと思います。残されたこの時間を、「寂し

い時間」で終わらせるのではなく、感謝と笑顔に満ちた「楽しい思い出を創る時間」として、皆

で一歩前進しようと伝えました。残された時間は、子どもたち一人ひとりの心の中に、明徳小学

校で得た目には見えない「本当に大切なもの」（優しさ、頑張る心、先生から教わった大切な考

え方、友情、絆）をさらにたくさん増やしていく宝の時間です。これこそが、未来へと繋がって

いく「明徳の心」の核となるものです。 

結びとなりますが、先日行われました地域参観日 

「もちつき大会」におきましては、地域の老人会の 

皆様をお招きし、保護者や婦人部の方々のご尽力に 

より、大変有意義な行事となりました。子どもたち 

は、杵と臼でもちをつくという貴重な体験を通し

て、日本の伝統的な文化的行事を知ると同時に、地域の温かさや、これまでの準備に惜しみない

尽力をいただいていることに感謝を感じているようでした。本行事は、2 学期を締めくくる、地

域と共にみんなが笑顔になる素晴らしい行事となりました。子どもたちの頑張りや進化した様子

が見られた、本当に実り多い 2 学期になったと実感しています。改めまして、日頃より本校の教

育活動を温かく支えてくださる保護者の皆様、そして地域の皆様に心より感謝申し上げます。 

 

明日からは冬休みになります。ぜひご家庭でも、冬休みにしかできない体験や学びを通して、

子どもたちが充実した時間を過ごし、さらに一歩前進してほしいと願っています。引き続き安全

へのご理解とご協力を賜りますようお願い申し上げます。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

 
 
 
 

１日（木）元日 学校閉庁日 
２日（金）学校閉庁日 
７日（水）学習ルーム 
８日（木）学習ルーム 
９日（金）学習ルーム 

１９日（月）３学期始業式 ４時間授業  
職員会議 

２０日（火）井上 SC 来校 

２１日（水）特支中学校保護者説明会 
２２日（木）出前授業６年 身体測定 
           分館ミニバレー大会 18:00 
２３日（金）児童会 冬休み自由研究発表会 
２７日（火）PTA 三役会議 17:00 閉校記 

念事業実行委員会立ち上げ総会 
18:00 

２９日（木）職員会議 スキー学習 
３０日（金）クラブ 

１月 行事予定 

地域と学校の連携・協働 ～もちつき大会～ 

５日（金）、老人会の方を招いて、もちつき大会（ふれあい交流会）を行いました。朗根内婦人部の方にも
お手伝いをお願いして、楽しく、おいしく、もちつき大会を行うことができました。前日に餅米を水に浸し
たり、餅米を蒸したり、叩いて、成形したりと、お餅を食べるまでにはたくさん 
の行程があります。食べるためには前日からの準備が必要であることを、子ども 
たちにも知ってほしいというＰＴＡ役員の願いがあり、今年は、５、６年生に前 
日作業（餅米を水に浸す等）からお手伝いしてもらいました。「地域と学校の連携 
・協働」の重要性が改めて見直されています。こんな実体験を伴う活動を地域全 
体で行うことで、「地域と学校の連携・協働」がより確かなものになり、明徳っ子 
たちの育ちを支えていると感じました。ご協力ありがとうございました。 

明徳っ子のがんばり 

●町民健康マラソン 
男子の部 ３Km  第２位 ５年 〇〇〇〇さん 
男子の部 ２Km  第２位 ３年 〇〇〇〇さん 
●福祉作文  
優秀賞 ４年 〇〇〇〇さん 
●「美しい村びえいを描こう」コンクール 
入選 ２年 〇〇〇〇さん 
●自転車標語コンテスト 
優秀賞 ６年 〇〇〇〇さん 
「かぶろうよ いのちをまもる ヘルメット」 
副会長賞 ６年 〇〇〇〇さん 
「まわりみる これはぜんぶ 身のためだ」 
 

冬休み中の学校への連絡 

 冬休み中に入院、事故等があった場合は、学校まで連絡をお願いします。また、年末年始の 12月 2７日
（土）～1月 4 日（日）は美瑛町役場代表（92-1111）、または meitokusho-renraku@biei.ed.jp（エラ
ーが返ってきた場合は別のメールサービスをご利用ください。）まで連絡をお願いします。 

冬休み中に体育館で「運動したい」「遊びたい」等の希望があれば、学校まで連絡してください。
平日に保護者の方の責任で使用することができます。地域の方もどうぞ。 

子どもたちの笑顔のために 

 ２５日の給食に給食調理員の〇〇さん手作りのク
リスマスケーキが出ました。ケーキ作りの得意な〇
〇さんに「クリスマスケーキ作って！！」と依頼し
た所、快く引き受けてくれました。また、事務職員
の〇〇さんがケーキの上に飾る、かわいい旗を作っ
てくれました。子どもたちへの素敵なクリスマスプ
レゼントになりました。〇〇さんは放課後、子ども
たちとバドミントン等で遊んでくれています。〇〇
さんはいつも学校をきれいにしてくれています。（ク
リスマスの飾り付けをしてくれました）「子 
どもたちの笑顔のために」と教職員全体で 
学校を支えています。 

子どもたちの言葉遣い 

ある保護者より「子どもの言葉遣いが悪くてびっくりした」「先生に対して友達のように話している」とい
う話を聞きました。明徳小学校は先生と子どもの距離が近く、厳密な言葉遣いの指導はあま 
りしてこなかったと思います。しかし、時と場に応じた言葉遣いは子どもたちが学ぶべき大 
切なことの一つです。学校運営協議機会でも話題になり、郵便局長さんからは「郵便局では 
正しい言葉遣いをしていますよ」とのことでした。学校でも時と場に応じた言葉遣いを指導 
していきます。ご家庭での指導もお願いします。 

ノーゲーム・ノーテレビデーへのご協力ありがとうございました。年の１度の取組ですが、家
族との団らんを考えるよい機会になっていると思います。 

mailto:meitokusho-renraku@biei.ed.jp

